
　
世
界
の
人
類
を
恐
怖
に
陥

れ
た
「
Ｇ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
か
ら
命
を
守
る
に
は

正
し
い
知
識
を
持
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
前
倒
し
し
て
始

ま
り
ま
し
た
が
、
感
染
者
数

が
増
え
続
け
る
の
は
な
ぜ

か
？

夜
の
街
で
拡
散
さ
れ
る
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
に
常
識
を
問

う
声
が
高
ま
っ
て
い
る
現

状
…
。
私
た
ち
は
賢
く
生
き

ぬ
く
術
を
ど
う
身
に
つ
け
た

ら
よ
い
か
？

　
重
症
化
を
ま
ね
く
Ｇ
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
免
疫

は
、
Ｋ
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
作
る
こ
と
は
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
ウ
イ
ル
ス

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
た
場

合
の
リ
ス
ク
を
お
伝
え
し
ま

す
。
ま
ず
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
増
え
続
け
て
い

る
の
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
が

増
え
、
Ｋ
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
、
抗
体
が
出
来

た
人
も
検
知
し
て
し
ま
う
事

を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ

う
。す
な
わ
ち
、日
本
人
に
出

来
た
集
団
免
疫
を
視
野
に
入

れ
れ
ば
、
限
り
な
く
感
染
者

数
は
増
え
続
け
る
結
果
と
な

り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
ス
パ

イ
ク
に
よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
ど

う
し
が
干
渉
し
あ
っ
て
、
先

に
入
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が
後
か

ら
入
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
こ
と
で
免
疫
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
私
達
が
持
っ

て
い
る
Ｔ
細
胞
免
疫
が
活
性

化
さ
れ
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
排

除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
Ｃ
型
コ
ロ
ナ

と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
相

関
関
係
で
も
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

２
月
初
め
に
、
日
本
に
先
駆

け
て
中
国
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ

ン
し
た
欧
米
に
、
免
疫
と
な

る
Ｋ
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

入
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、

Ｇ
型
が
蔓
延
し
て
重
症
化
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
皮
肉
な

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
　
日

本
は
３
月
４
日
ま
で
中
国
観

光
客
を
受
け
入
れ
た
結
果
、

Ｇ
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
免

疫
を
作
る
Ｋ
型
が
国
内
に
蔓

延
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
集
団
免
疫
が
作
ら

れ
、
日
本
人
の
体
の
中
に
重

症
化
す
る
Ｇ
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
排
除
す
る
機
能
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

　
集
団
免
疫
は
ど
う
作
ら
れ

る
か
？
。
Ｋ
型
の
場
合
人
口

比
率

30％
の
感
染
で
集
団
免

疫
が
完
成
さ
れ
る
一
方
、
Ｇ

型
の
場
合
、
人
口
比
率

85％

で
集
団
免
疫
が
完
成
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、重
症
化
す
る

Ｇ
型
で
集
団
免
疫
を
獲
得
す

る
人
口
比
率

85％
の
場
合

と
、
軽
い
症
状
の
Ｋ
型

30％

で
集
団
免
疫
を
獲
得
す
る
場

合
と
で
大
き
な
リ
ス
ク
の
差

が
出
来
ま
す
。
幸
い
と
言
う

べ
き
か
ど
う
か
、
４
月
７
日

の
緊
急
事
態
宣
言
前
に
、
日

本
人
は
集
団
免
疫
を
獲
得
し

て
い
た
と
い
う
結
論
に
な
り

ま
す
。
免
疫
に
は
自
然
免
疫

と
獲
得
免
疫
が
あ
り
ま
す

が
、コ
ロ
ナ
の
場
合
、Ｂ
Ｃ
Ｇ

な
ど
の
よ
う
な
自
然
免
疫
で

は
な
く
、
獲
得
免
疫
に
よ
っ

て
作
ら
れ
ま
す
。

　
獲
得
免
疫
は
、
Ｂ
細
胞
免

疫
と
Ｔ
細
胞
免
疫
が
あ
り
、

Ｂ
細
胞
免
疫
は
コ
ロ
ナ
の
抗

体
検
査
で
は
反
応
し
な
い
の

で
、
Ｔ
細
胞
免
疫
を
検
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
朗
報
と
し
て
お
伝
え
し
ま

す
が
、
Ｔ
細
胞
免
疫
検
査
キ

ッ
ト
が
京
大
の
上
久
保
靖
彦

教
授
ら
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て

も
う
少
し
で
完
成
し
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ー
ス
タ
ー
効
果
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
ブ
ー

ス
タ
ー
効
果
と
は
、
ウ
イ
ル

ス
と
絶
え
ず
接
触
す
る
こ
と

で
免
疫
機
能
が
維
持
さ
れ
ま

す
。
も
し
、ウ
イ
ル
ス
と
の
接

触
を
完
全
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
し
た
場
合
、
免
疫
機
能
は

失
わ
れ
ま
す
。
過
去
に
２
０

０
０
年
代
の
風
疹
の
再
流
行

に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
場

合
も
ブ
ー
ス
タ
ー
効
果
を
維

持
し
な
け
れ
ば
免
疫
機
能
が

無
く
な
り
ま
す
。
さ
て
さ
て
、

人
類
は
や
っ
か
い
な
問
題
提

起
を
自
然
界
か
ら
投
げ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
自
然
の
摂
理

に
付
き
合
う
か
、
力
で
ね
じ

伏
せ
る
の
か
？
爺
の
頭
の
中

は
ま
す
ま
す
痴
呆
症
が
進
行

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
な
～
ら
ど
う
す

る
、
あ
な
た
な
～
ら
ど
う
す

る
。
泣
く
の
笑
う
の
死
ん
じ

ゃ
う
の
♪
あ
な
た
な
ら
、
し

ん
じ
～
る
～
の
？
」
こ
ん
な

歌
も
再
流
行
す
る
事
で
し
ょ

う（
木
更
津
・
Ｂ
ｙ
痴
呆
爺
）。

　
安
倍
首
相
の
辞
任

首
相
が
辞
め
た
か
ら
と

い
っ
て
、
首
相
が
代
わ
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
世
の
中
が

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
社
会
の
基
礎
・
土
台
・

下
部
構
造
は
経
済
で
あ
り
、

政
治
、思
想
、そ
の
他
文
化
一

般
は
上
部
構
造
で
あ
る
。

　
上
部
構
造
は
、
下
部
構
造

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
そ

の
逆
は
無
い
。だ
か
ら
、首
相

が
変
わ
っ
て
も
世
の
中
大
き

く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
無

い
。
経
済
は
そ
れ
自
体
固
有

の
法
則
を
持
っ
て
お
り
、
そ

の
発
展
法
則
に
よ
っ
て
進
行

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
発
展
法
則
と
は
、
起

承
転
結
、生
成
、発
展
、爛
熟
、

腐
敗
、衰
退
、没
落
と
い
う
過

程
を
た
ど
る
。今
は
爛
熟
、腐

敗
の
過
程
を
進
行
し
て
い

る
。
首
相
が
変
わ
っ
て
も
そ

の
過
程
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
は
無
い
。
首
相
は
単
な
る

番
頭
さ
ん
に
過
ぎ
な
い
。

　
安
倍
は
長
い
こ
と
首
相
を

や
っ
て
来
た
が
、
も
う
飽
き

ら
れ
て
い
る
。
遅
き
に
失
し

た
変
わ
り
目
だ
。
野
党
が
微

弱
だ
か
ら
、
ま
た
、自
民
党
か

ら
首
相
が
出
て
く
る
こ
と
だ

ろ
う
。
何
の
変
哲
も
無
い（
宮

野
木
・
藤
本
　
豊
）
。

　
入
野
氏
の
論
説

　
常
々
貴
紙
を
読
ん
で
い
ま

す
。
中
立
的
な
立
場
を
と
っ

て
お
り
好
感
を
も
っ
て
い
ま

す
。
で
す
が
、主
張
で
書
い
て

お
ら
れ
る
入
野
氏
の
論
調
に

は
理
解
し
が
た
い
点
が
あ
り

ま
す
。
財
政
出
動
を
積
極
的

に
行
い
お
金
を
ど
ん
ど
ん
発

行
す
れ
ば
良
い
と
の
事
で
す

が
、
そ
れ
で
は
イ
ン
フ
レ
、

更
に
は
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ

を
招
く
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
見
解
が
一
般
的
な
学
者
や

政
府
の
立
場
と
思
い
ま
す
。

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

　
経
済
事
象
は
理
論
と
実
際

に
起
こ
る
事
は
中
々
予
想
で

き
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

説
が
あ
り
得
る
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
一
般
読
者
は
よ

く
解
っ
て
い
な
い
の
で
（
自

分
も
含
め
て
）
今
一
つ
納
得

が
で
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
貴

紙
の
主
張
は
正
し
い
と
言
え

ま
す
か
。
バ
カ
程
怖
い
も
の

は
な
い
は
言
い
過
ぎ
で
は
な

い
で
す
か
？
あ
と
今
話
題
の

コ
ロ
ナ
風
邪
で
す
が
、
経
済

と
の
両
立
が
大
事
な
の
は
確

か
で
す
。
コ
ロ
ナ
風
邪
の
感

染
を
ゼ
ロ
に
す
る
の
を
目
指

し
経
済
活
動
を
規
制
す
る
の

は
ダ
メ
で
す
。
経
済
が
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
は
逆
に
死

人
が
で
る
で
し
ょ
う
（
畑
町

・
清
水
節
夫
）
。

　
サ
プ
リ
メ
ン
ト

　
御
紙
の
先
月
号
の
サ
プ
リ

メ
ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
拝

見
し
私
も
広
告
通
り
効
く
か

疑
問
に
お
も
っ
て
い
る
。
テ

レ
ビ
、新
聞
、チ
ラ
シ
と
サ
プ

リ
の
広
告
が
多
数
来
て
、

3

日
、

5日
、

1ヶ
月
分
が
６

千
円
も
す
る
の
に
無
料
で
送

っ
て
く
れ
る
が
、
薬
と
違
い

３
日
で
効
く
わ
け
な
い
し
国

の
検
査
も
な
く
値
段
も
い
い

加
減
だ
し
捕
ま
っ
た
業
者
も

い
る
。
老
齢
化
社
会
で
猫
も

杓
子
も
サ
プ
リ
を
買
う
の
で

何
兆
円
に
も
な
る
と
の
こ
と

で
初
め
の
う
ち
は
た
か
を
く

く
っ
て
い
た
製
薬
会
社
ま
で

売
り
出
し
て
き
た
。

　

30年
前
に
友
人
か
ら

1

万
円
も
す
る
シ
ャ
ク
リ
社
の

サ
プ
リ
を
頂
い
た
が
気
持
ち

が
悪
く
な
り
捨
て
た
。
友
人

の
シ
ャ
ク
リ
の
営
業
マ
ン
は

年
間
１
千
万
円
も
売
り
上
げ

会
社
か
ら
車
ま
で
提
供
さ
れ

た
が
、
日
本
に
サ
プ
リ
会
社

が
多
く
な
り
客
に
逃
げ
ら
れ

た
と
嘆
い
て
い
た
。
数
十
年

も
前
に
英
国
か
ら
上
陸
し
て

き
た
シ
ャ
ク
リ
が
儲
か
る
の

に
目
を
つ
け
フ
ァ
ン
ケ
ル
・

Ｄ
Ｈ
Ｃ
・
イ
ン
シ
ッ
プ
・
富

士
フ
イ
ル
ム
・
サ
ン
ト
リ
ー

等
が
販
売
を
始
め
る
と
様
子

を
見
て
い
た
大
手
の
製
薬
会

社
ま
で
販
売
を
始
め
た
。

　
無
料
の
サ
プ
リ
が
飲
み
終

わ
る
と
電
話
が
あ
る
が
効
果

不
明
と
言
う
と
、
個
人
差
が

あ
る
か
ら

3か
月
位
続
け

て
、
今
な
ら
半
額
・

20
%引

き
と
勧
誘
さ
れ
る
。
新
聞
の

エ
デ
ィ
ケ
ア
の
広
告
は
夜
も

充
実
し
あ
ま
り
の
元
気
さ
に

妻
が
喜
ぶ
と
セ
ッ
ク
ス
に
効

く
様
な
広
告
が
あ
る
。
私
も

つ
ら
れ
て
１
万
２
千
円
を
半

額
で
３
ヶ
月
続
け
た
が
何
の

効
果
も
な
か
っ
た
。
性
欲
剤

な
ら
安
全
な
バ
イ
ア
グ
ラ
の

サ
プ
リ
を
作
れ
ば
売
れ
る
よ

と
言
っ
て
や
っ
た
。

　
各
社
の
サ
プ
リ
を
飲
ん
で

み
た
が
全
身
に
蕁
麻
疹
の
様

な
赤
い
斑
点
が
出
来
か
ゆ
く

て
痛
く
て
酷
い
目
に
あ
い
皮

膚
科
に
行
っ
た
が
治
ら
な
か

っ
た
。
マ
ム
シ
・
ス
ッ
ポ
ン
・

ハ
ブ
な
ど
を
飲
ん
だ
の
が
原

因
ら
し
い
。
ル
テ
ィ
ン

30日

分
２
千

5百
円
が

7
8
0円

と
大
字
で
下
の
方
に
一
ミ
リ

角
の
字
で
送
料

8
8
0円

、

生
姜
シ
ロ
ッ
プ

2
8
8
0円

が

5
0
0円

で
送
料

6
6
0

円
、
イ
ミ
ダ
ペ
プ
チ

2
6
8

0円
が

5
0
0円

送
料

4
8

0円
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

7
8

0円
送
料

8
8
0円

商
品
よ

り
送
料
が
高
い
も
の
も
あ

る
。
富
山
の
常
備
薬
の
ひ
ざ

腰
肩
の
サ
プ
リ
が

4
1
8
0

円
の
半
額
で

2
0
9
0円

送

料

8
8
0円

と
、
顔
写
真
入

り
で
何
回
も
新
聞
に
全
紙
の

広
告
が
出
て
い
る
。

　

5
0
0円

の
サ
プ
リ
を
申

し
込
ん
だ
ら
定
期
購
入
で

2

回
目
か
ら

6千
円
以
上
の
請

求
書
が
き
た
の
で
注
意
し
ろ

と
新
聞
に
書
い
て
あ
っ
た
。

（
花
園
・
岩
井
秀
夫
）
。

　
恐
ろ
し
い
韓
国

　
韓
国
と
い
う
国
は
日
本
に

対
し
て
い
つ
も
敵
対
行
動
を

続
け
て
い
る
。
レ
ー
ダ
ー
照

射
事
件
、慰
安
婦
問
題
、徴
用

工
問
題
、
我
が
国
の
固
有
の

領
土
竹
島
占
拠
。
日
本
製
品

不
買
運
動
等
々
。
１
９
６
５

年
の
請
求
権
も
完
全
か
つ
不

可
逆
的
に
解
決
し
た
も
の
を

三
権
分
立
を
盾
に
政
府
と
は

無
関
係
と
し
て
日
本
か
ら
金

を
む
し
り
取
ろ
う
と
し
て
い

る
。
か
と
思
え
ば
今
度
は
親

日
罪
を
持
ち
出
し
、
親
日
だ

っ
た
亡
く
な
っ
た
人
を
罰
す

る
「
破
防
法
」を
制
定
、日
本

と
親
し
く
し
て
い
た
死
者
の

墓
を
掘
り
出
し
て
新
た
に
刑

罰
を
科
す
る
と
い
う
本
当
に

会員登録 （無料）で
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【
ク
イ
ズ
の
応
募
方
法
】
　

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
。〒
２
６
３

‐
０
０
４
３
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
「
稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ

係
」宛
。な
お
、応
募
は
メ
ー
ル

で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　「
マ
ス
ク
時
代
」 に
つ
い
て

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
マ
ス

ク
は
必
需
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
を
ど
う
思
い
ま
す
か

?

　
締
切
・
令
和

2年

9月

20日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
二
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
＝
入
園

招
待
券（
５
組
）

☆
カ
ラ
オ
ケ
・
ア
ー
サ
ー
賞
＝

千
円
分
の
食
事
券（

3名
様
）

☆
図
書
カ
ー
ド（

3名
様
）　

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
滑
走
券（

5組
）

　

8月
号
の
当
選
者

8月
号
の
答
え
は
フ
ウ
リ
ン

ノ
オ
ト
で
し
た
。抽
選
の
結
果
次

の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
【
敬
称
略
】

☆
１
等
賞
・

1万
円
＝
立
花
き
み

（
小
中
台
町
）☆
２
等
賞
・
５
千
円

＝
粟
村
道
生
（
四
街
道
）藤
村
さ

ゑ
子
（
長
作
台
）☆
名
古
屋
製
酪

賞
・
無
臭
ニ
ン
ニ
ク
あ
ほ
え
ん
＝

畠
山
マ
サ
子
（
幸
町
）熊
倉
絵
里

佳（
松
波
）山
下
英
子（
花
見
川
）

萩
原
貴
美
子
（
高
洲
）小
池
規
行

（
朝
日
ヶ
丘
）☆
千
葉
市
動
物
公

園
賞
・
無
料
招
待
券
＝
黒
澤
恵
子

（
み
つ
わ
台
）長
谷
部
綽
（
千
草

台
）原
健（
真
砂
）大
重
陽
子（
磯

辺
）横
須
賀
和
男（
朝
日
ヶ
丘
）

☆
カ
ラ
オ
ケ
・
ア
ー
サ
ー
賞
・
千
円

食
事
券
＝
一
森
万
亀
美（
あ
や
め

台
）渡
部
誠
（
幸
町
）上
田
正
広

（
朝
日
ヶ
丘
）☆
図
書
カ
ー
ド
賞
・

千
円
の
図
書
カ
ー
ド
＝
橋
本
恵

梨
香
（
松
波
）横
田
邦
明
（
小
仲

台
）玉
井
正
雄（
八
千
代
）☆
ア
ク

ア
リ
ン
ク
ち
ば
賞
・
ペ
ア
滑
走
券

＝
橋
本
裕
美
（
打
瀬
）尾
沼
亜
梨

沙（
小
仲
台
）丸
山
宗
男（
園
生
）

中
村
和
男
（
花
見
川
）福
田
雅
之

（
小
中
台
）。　

以
　
上

読読
者者
のの
声声

新型コロナウイルスの流行で、マスクは必需品に

なっています。マスクをどう思いますか?

人
類
は
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
て
の
み
生
き
ら
れ
る

今月のアンケート・テーマ

「マスク時代」について

→ヨコのカギ
①桜と共に日本の国花。

④二番目の鍵

⑥名月を鑑賞する。

⑦パンダの好物。

⑧建築などを職業にする人。

⑩人が見のがしているよい場所。

⑫進物に添える紙。

⑬レフト⇔

↓タテのカギ
①嘴で木に穴をあけ中の虫を捕ったり巣を作る。

②外⇔

③波打ち際。

④電車の中にある荷物をのせる棚。

⑤入選の次によくできた作品

⑨とげのある低い木。厳しい人生のたとえ。

⑩人は2本、馬は4本、ムカデは百本かな？

⑪人○○、ふる○○、○○親。

安心と信頼　心のかよう墓づくり　創業130年

●いずみ霊園 ●御成霊園

●千葉中央霊園●千葉緑霊園
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いつでも求められる和泉家の4大霊園

霊園案内サービスセンター

フリーコール　0120-148-237

千葉営業所／若葉区多部田町

　
仕
事
上
で
の
影
響

　
充
足
の
悪
い
職
場
な
の
に

他
か
ら
応
援
者
の
受
け
入
れ
が

出
来
な
く
な
り
労
働
時
間
が
増

え
た
（
小
中
台
・
福
田
雅
之
）。

4月
よ
り
新
た
な
仕
事
に
就
い

た
が
、
出
勤
が
半
分
く
ら
い
と

な
り
新
た
な
職
場
の
人
達
と
の

接
触
機
会
が
少
な
く
、
慣
れ
る

の
に
時
間
が
掛
か
っ
た（
真
砂
・

原
健
）
。
緊
急
事
態
宣
言
中
に

保
育
園
の
預
か
り
時
間
が
遅
く

な
り
、
出
勤
時
間
が
遅
く
な
る

影
響
を
受
け
た（
松
波
・
熊
倉
絵

里
佳
）
。
主
人
が
在
宅
勤
務
。

子
供
が
休
校
に
な
っ
た
為
、
食

事
の
支
度
、
ト
イ
レ
掃
除
、
買

い
出
し
が
大
変
に
な
っ
た
（
磯

辺
・
大
重
陽
子
）
。
ア
ル
バ
イ

ト
先
で
休
ま
さ
れ
て
収
入
が
減

り
ま
し
た
（
花
見
川
・
儀
藤
晴

夫
）
。
短
期
間
で
し
た
が
、
半

ド
ン
と
自
宅
待
機
で
す
。
現
在

は
フ
ル
の
清
掃
に
従
事
で
す

（
検
見
川
・
荒
木
昭
治
）
。
会

社
は
約

2ヶ
月
の
出
勤
停
止
と

自
宅
待
機
で
訪
問
活
動
禁
止
と

大
い
に
影
響
を
受
け
ま
し
た

（
み
つ
わ
台
・
黒
澤
恵
子
）
。

収
入
減
少
に
な
っ
た
（
園
生
・

丸
山
宗
男
）
。
在
宅
勤
務
に
な

っ
た
り
し
た
時
に
子
供
を
見
な

が
ら
仕
事
を
す
る
の
が
大
変
で

し
た（
小
仲
台
・
尾
沼
亜
梨
沙
）。

保
育
園
に
預
け
ら
れ
な
く
な

り
、復
職
が
遅
れ
ま
し
た（
松
波

・
橋
本
恵
梨
香
）
。
職
場
が
都

内
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
緊
急
事
態

宣
言
の
あ
と
、
し
ば
ら
く
休
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
収
入

も
減
り
と
て
も
残
念
で
し
た

（
花
見
川
・
斉
藤
邦
昭
）
。
売

り
上
げ
が
落
ち
ま
し
た
（
花
見

川
・
山
下
盛
雄
）
。
仕
事
が
な

く
な
り
ま
し
た
（
花
見
川
・
山
下

英
子
）
。特
に
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
勤
務
時
間
が
短
く

な
り
ま
し
た
（
神
明
・
永
野
能

教
）。ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
経
営
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
大
赤

字
で
困
り
果
て
て
い
ま
す
（
中

央
区
・
貫
太
郎
）
。

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
中
止

　
参
加
予
定
だ
っ
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

す
る
の
が
大
変
で
す
（
西
都
賀
・

小
林
正
和
）。沖

縄
旅
行
を
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
（
打

瀬
・
松
原
保
司
）
。
観
劇
、
ラ

イ
ブ
が
中
止
。
楽
し
み
を
全
て

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
宮

野
木
台
・
能
勢
恵
美
子
）
。
感

染
状
況
の
悪
化
で
旅
自
粛
。
実

に
残
念
（
高
洲
・
松
浦
彰
）
。

実
家
の
岩
手
に
帰
省
出
来
な
く

な
っ
た
の
が
一
番
残
念
だ
っ

た
。
孫
の
顔
を
見
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
で（
松
波
・
鈴

木
貴
之
）。楽

し
み
に
し
て
い
た

温
泉
旅
行
や
い
ろ
ん
な
行
事
が

中
止
に
な
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
延
期
に
な
り
、
今
後

開
催
で
き
る
か
否
か
？
今
後
が

心
配
で
す（
幸
町
・
中
村
春
雄
）。

今
年

80才
。
人
生
最
後
の
同
窓

会
が
花
見
を
兼
ね
て

4月
の
中

頃
に
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。
私
の

出
席
は

50年
振
り
で
皆
に
会
い

た
か
っ
た
が
中
止
に
な
っ
た

（
小
仲
台
・
中
川
明
江
）。新

潟

へ
の
帰
省
が
出
来
な
い
事
（
幸

町
・
渡
部
誠
）。

7月
秋
田
の
母

が
入
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
で
よ
う

や
く
面
会
が
で
き
る
様
に
な
っ

た
け
ど
、
県
外
の
人
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
と
言
う
こ
と
で
駐
車
場

か
ら
の
ビ
デ
オ
電
話
の
み
で
が

っ
か
り
で
し
た
（
小
仲
台
・
菅
野

啓
子
）。私

は
合
唱
団
に
入
っ
て

演
奏
会
が

4月
の
予
定
で
し
た

が
、
延
期
に
な
っ
た

5月
も
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
（
千
城
台
東
・

佐
藤
礼
子
）。高

齢
者
向
け
の
体

操
教
室
が
休
止
で
困
っ
て
い
る

（
宮
野
木
・
吉
岡
保
廣
）。音

楽

活
動
が
出
来
な
く
な
り
、
子
供
、

孫
娘
達
と
と
も
集
ま
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
は

Z
O
O
Mな

ど
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
会
え

て
い
ま
す
（
小
仲
台
・
田
渕
良

子
）
。

　
買
い
物
で
の
変
化

　
買
い
物
渋
滞
（
あ
や
め
台
・
菱

明
子
）
。ま
ず
買
い
物
に
困
り
ま

し
た
。
実
際
お
店
で
見
て
買
い

た
い
方
な
の
で
び
く
び
く
も
の

で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
、

さ
ほ
ど
心
配
せ
ず
買
い
物
が
で

き
る
様
に
な
り
ま
し
た（
松
波
・

齋
藤
淳
子
）。外

出
自
粛
で
子
ど

も
を
買
い
物
、
外
食
な
ど
に
連

れ
て
行
け
な
く
な
っ
た（
松
波
・

佐
々
木
啓
太
郎
）
。
買
い
物
も

最
少
限
度
週

1回
に
し
て
、
た

だ
じ
ー
ー
っ
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
て
い
ま
す（
市
原
・
滝
崎
ノ

リ
子
）
。ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
で
の

買
い
物
が
多
く
な
り
、
外
出
が

少
な
く
な
っ
た
（
小
仲
台
・
富

永
政
美
）
。

　
自
粛
で
運
動
不
足

　
家
の
中
に
籠
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
の
で
運
動

不
足
で
す（
松
波
・
齋
藤
淳
子
）。

自
粛
で
家
で
の
生
活
で
体
力

の
低
下
を
感
じ
て
い
る
（
粟
村

道
生
）
。
公
民
館
で
の
お
稽
古

も
休
み
で
家
の
中
の
生
活
が
多

く
な
り
運
動
量
が
少
な
く
な
っ

て
具
合
が
悪
く
な
り
そ
う
で
す

（
長
沼
・
吉
田
友
子
）
。卓
球
、

プ
ー
ル
、
体
操
が
休
み
に
な
り

運
動
不
足
（
あ
や
め
台
・
一
森
万

亀
美
）。外

出
が
出
来
ず
運
動
不

足
。
買
い
物
に
も
行
か
な
く
な

っ
た
。

8ヶ
月
の
ひ
孫
に
も
会

え
な
い
で
す（
花
見
川
・
木
田
カ

ズ
ミ
）
。
朝
千
葉
公
園
ま
で
散

歩
し
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
な

く
回
数
が
減
り
ま
し
た（
轟
・
根

岸
正
一
）
。

　
マ
ス
ク
着
用
が
辛
い

　
夏
で
も
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
熱
く
て
息
が
し
に
く

い
（
松
波
・
佐
々
木
啓
太
郎
）。

連
日
マ
ス
ク
の
使
用
で
そ
れ
が

大
変
で
す（
幸
町
・
高
坂
尊
義
）。

マ
ス
ク
し
て
眼
鏡
が
曇
り
、
視

界
不
良（
小
仲
台
・
横
田
邦
明
）。

　
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
た

　
電
車
に
気
軽
に
乗
れ
な
く
な

り
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行
け

な
く
な
っ
た
（
あ
や
め
台
・
菱
明

子
）。外

出
す
る
機
会
が
減
っ
た

（
蘇
我
・
宮
本
弘
）
。ス
ー
パ
ー

に
買
い
物
以
外
殆
ど
外
出
し
な

い
。
当
分
の
間
忍
耐
（
朝
日
ヶ

丘
・
横
須
賀
和
男
）。や

は
り
感

染
が
怖
い
の
で
、
人
混
み
の
所

は
避
け
、
も
ち
ろ
ん
遠
出
は
し

ま
せ
ん
。
自
宅
と
買
い
物
の
往

復
だ
け
で
す（
小
仲
台
・
山
内
富

士
子
）。月

に

2回
外
食
し
て
い

た
が
、
こ
こ

3ヶ
月
位
は
外
で

食
べ
る
こ
と
が
無
く
な
っ
た

（
市
原
・
吉
澤
喜
代
乃
）。自

粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
外
出
も
制
限

さ
れ
、
近
隣
の
人
々
と
の
対
話

も
殆
ど
無
か
っ
た
（
浜
野
・
柳
澤

範
光
）。知

人
友
人
と
会
え
ず
メ

ー
ル
。
や
は
り
会
っ
て
お
喋
り

し
た
い（
千
草
台
・
長
谷
部
綽
）。

外
出
を
控
え
、
人
が
集
ま
る
場

所
は
行
か
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
（
穴
川
・
前
林
勝
美
）。子

供
が
行
き
た
い
所
へ
行
け
な
い

（
小
仲
台
・
尾
沼
亜
梨
沙
）
。

友
達
と
の
交
流
が
な
く
な
り
ま

し
た
（
東
千
葉
・
高
木
一
也
）。

外
出
を
控
え
マ
ス
ク
を
外
出
の

度
に
つ
け

7月
の
長
雨
、

8月

の
厳
し
い
暑
さ
に
耐
え
て
い
る

実
情
で
す
（
高
洲
・
萩
原
貴
美

子
）
。
家
族
や
友
人
の
安
全
の

為
、
大
人
の
動
き（
旅
）が
制
限

さ
れ
る
。
図
書
館
で
の
読
書
三

昧
と
し
た
い
（
高
洲
・
宇
都
宮

亮
）
。外
出
を
自
粛
す
る
生
活
が

続
い
て
孫
の
所
へ
行
っ
て
面
倒

を
み
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

出
来
ず
と
て
も
寂
し
い
で
す

（
小
中
台
・
立
花
き
み
）。今

年

の
2月

か
ら
旅
行
や
外
食
に
全

く
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
（
黒

砂
台
・
中
村
博
之
）
。

　
影
響
は
特
に
な
し

　
年
金
暮
ら
し
な
の
で
収
入
は

影
響
を
受
け
ず
日
々
の
暮
ら
し

も
殆
ど
変
わ
ら
ず
。
し
か
し
集

ま
り
事
等
は
無
く
な
り
、
脳
が

停
滞
気
味
で
す（
高
浜
・
保
科
恵

子
）
。あ
ま
り
影
響
な
い
。い
つ

も
通
り
会
社
に
通
っ
て
い
た

（
花
見
川
・
相
馬
英
治
）。特

別

な
影
響
は
な
い
け
ど
、外
出
又
、

遊
び
に
出
ら
れ
な
い
。
出
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
猛
暑
日
で

高
齢
者
は
つ
ら
い
で
す
（
花
見

川
・
中
村
和
夫
）。影

響
は
全
く

な
し
。
静
か
に
な
っ
て
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か（
高
洲
・

匿
名
希
望
）。パ

ー
ト
に
週

2日

出
て
ま
す
が
、
曜
日
の
変
更
が

あ
る
位
で
生
活
に
響
く
ほ
ど
減

っ
た
り
は
し
て
い
な
い
で
す

（
幸
町
・
若
葉
俊
子
）
。
私
は

幸
い
な
こ
と
に
こ
の
年
令
に
し

て
家
内
で
の
仕
事
が
あ
り
、
作

業
場
と
の
往
復
で
通
常
通
り
の

生
活
が
出
来
ま
し
た
（
長
作
台

・
藤
村
さ
ゑ
子
）。通

常
通
り
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
夫
も
返

っ
て
仕
事
が
忙
し
く
な
り
普
段

の
月
よ
り
大
変
で
し
た
（
千
草

台
・
田
中
美
紀
）
。

　
そ
の
他

　
自
粛
は
初
め
は
苦
痛
で
あ
っ

た
が
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
で
発
散

で
き
て
い
る
の
で
自
粛
被
害
と

言
う
程
の
も
の
で
は
な
い
（
高

洲
・
大
内
健
司
）
。
高
齢
の
為

毎
日
が
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。

月

1回
千
葉
大
ま
で
通
院
し
て

い
ま
す（
小
仲
台
・
海
寶
昭
一
）。

人
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
意

図
的
に
外
出
を
減
ら
し
た
（
稲

毛
海
岸
・
長
堀
幸
子
）
。マ
ス
ク

が
無
く
な
り
、
風
邪
で
病
院
へ

行
く
の
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
（
み
つ
わ
台
・
う
っ
ち
い
）
。

み
ん
な
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
顔
が
よ
く
見
え
ず

若
い
の
か
婆
さ
ん
な
の
か
区
別

が
つ
か
ず
残
念
に
思
い
ま
す

（
小
仲
台
・
与
太
郎
）
。
ハ
サ

ッ
プ
衛
生
学
を
学
ん
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
知

識
を
深
め
ま
し
た
。
行
動
範
囲

は
大
変
狭
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
コ

ロ
ナ
太
り
で
す（
花
見
川
・
三
橋

正
典
）
。毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
を

見
て
は
感
染
者
が
世
界
中
に
広

が
り
増
え
て
行
く
の
で
心
配
で

す
。
早
く
検
査
や
ワ
ク
チ
ン
や

特
効
薬
が
出
来
て
欲
し
い
で
す

（
幸
町
・
畠
山
マ
サ
子
）
。
私

は
高
齢
で
す
の
で
コ
ロ
ナ
に
罹

っ
た
ら
、
死
に
行
く
の
か
と
思

う
と
外
に
出
る
の
が
怖
く
な
り

ま
し
た
。
早
く
コ
ロ
ナ
の
薬
が

発
見
出
来
る
よ
う
祈
っ
て
お
り

ま
す
。又
、子
供
が
コ
ロ
ナ
菌
が

つ
い
て
い
る
と「
い
じ
め
」る
の

は
や
め
て
欲
し
い
。
先
生（
親
）

は
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る
の

で
す
（
六
方
町
・
阿
部
ち
い
）
。

入
院
予
定
が
一
週
間
遅
れ
て
、

無
事
に
手
術
を
終
え
退
院
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た（
花
見
川
・

武
田
美
津
江
）。テ

レ
ワ
ー
ク
が

出
来
な
い
業
種
な
の
で
、
毎
日

電
車
通
勤
に
は
マ
ス
ク
、
手
袋
。

密
を
避
け
る
事
を
心
掛
け
、
リ

ュ
ッ
ク
の
中
に
は
消
毒
用
グ
ッ

ズ
を
完
備
！
で
も
近
く
に
居
な

が
ら
孫
に
会
い
に
行
け
な
い
日

々
で
淋
し
い
で
す（
小
中
台
・
小

田
昭
子
）。

7月
初
め
盛
岡
で
葬

儀
が
あ
り
、
当
時
岩
手
は
感
染

者
ゼ
ロ
で
、
皆
感
染
者
１
号
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ピ
リ
ピ
リ
し

て
い
る
時
期
で
、
我
が
家
は
主

人
一
人
が
お
葬
式
に
出
席
し
他

の
家
族
は
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て

か
ら
と
言
う
こ
と
に
。
し
か
し

関
西
に
住
ん
で
い
る
親
族
が
子

ど
も
含
め
て

8人
も
揃
っ
て
参

列
す
る
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
買

っ
た
と
の
連
絡
。
義
兄
が
困
り

板
挟
み
で
大
変
だ
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
（
小
仲
台
・
松
本
麻
由

子
）
。
夜
の
店
が
自
粛
ム
ー
ド

で
客
足
が
伸
び
ず
、
困
っ
て
い

る
マ
マ
さ
ん
が
多
く
、
気
の
毒

に
思
い
ま
す
（
小
仲
台
・
匿

名
）
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
を

徹
底
し
て
感
染
し
な
い
様
努

め
た
い
で
す
。
注
意
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
き
ま
す
（
天
台
・

山
本
信
夫
、
富
子
）
。
東
北
新

幹
線
で
帰
省
し
ま
し
た
が
、
新

幹
線
の
車
両
の
乗
客
が
少
な

く
、
驚
き
ま
し
た
（
花
見
川
・

山
本
一
郎
）
。
行
動
が
狭
ま
っ

た
し
、
人
と
の
対
話
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
（
高
津
・
牧
け
い

子
）
。
早
く
終
結
を
願
う
の
み

（
小
仲
台
・
大
木
康
利
）
。
大

変
不
自
由
に
な
り
ま
し
た
（
八

千
代
・
玉
井
正
雄
）
。
子
供
が

怖
が
り
ま
し
た
（
打
瀬
・
橋
本

裕
美
）
。
ス
ト
レ
ス
と
マ
イ
ナ

ス
思
考
（
朝
日
ヶ
丘
・
上
田
正

広
）
。

2月
の
長
男
の
結
婚
、

3月
の
長
女
の
出
産
を
控
え

て
お
り
ア
タ
フ
タ
し
ま
し
た

が
、
取
り
あ
え
ず
結
婚
は
入
籍

の
み
で
本
人
達
は
納
得
、
了
解

し
親
族
挨
拶
を
終
え
、
出
産
も

無
事
に
終
え
、
何
事
も
な
く
半

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

他
人
事
の
様
に
、
ホ
ッ
と
し
て

い
る
今
日
で
す（
朝
日
ヶ
丘
・
小

池
規
行
）。知

り
合
い
の
お
爺
さ

ん
が
亡
く
な
り
、
お
通
夜
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
お
清
め
も
な

く
、
淋
し
く
思
い
ま
し
た（
花
見

川
・
匿
名
）。同

居
し
て
い
る
長

男
夫
婦
は
共
に
医
療
機
関
の
仕

事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
我
々

夫
婦
と

4人
の
孫
に
長
男
夫
婦

の
ど
ち
ら
か
が
感
染
し
な
い
か

と
毎
日
心
配
し
な
が
ら
嗽
と
手

洗
い
を
丁
寧
に
実
行
し
て
い
ま

す
が
ス
ト
レ
ス
が
ピ
ー
ク
に
来

て
い
ま
す
（
四
街
道
・
伊
丹
富
美

子
）
。ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
と
コ
ー
ラ

ス
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
週
間

で
し
た
が
中
止
。
自
粛
の
毎
日

も
疲
れ
が
出
始
め
て
い
ま
す

（
花
園
・
本
田
衛
）
。

　
以
　
上
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今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト「新型コロナウイルスの影響

」
に
つ

い
て

　
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」の
影
響
で
経
済
活
動
か

ら
運

輸
交
通
、
貿

易
に

至
る
ま
で

衝
撃
的
な
被
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
。あ
る
学
者

に
よ
る
と
今
後
、
世
界
恐

慌
に
陥
る
と
予

測
し
て
い
る
。当
然
な
が
ら
私
た
ち
の

身
近
な
生
活
に
も
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
。
そ
こ
で
今

回
は
読
者
の
皆
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、
生
活
に
ど
ん
な
影
響

を
受
け
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
た
。
仕
事
、
イ
ベ
ン
ト
、
外
出
自
粛
、夜
の
仕
事

の
休
業
、
旅
行
の
中
止
、
冠
婚
葬

祭
の

縮
小
な
ど
生
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

在
宅
勤
務
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
旅
行
の
中
止


